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1.　社 会情勢 の変化 は家事 労働の社 会化 とな･3, 被 服

調製 に関する家事 労働 も軽減 され，被 服構 成の動 向は個

性的被服 の調製 を楽し む方向 に向かってい る。こ の現状

は短大の被 服指導 にも大きく影響 をおよぼし てきた。私

たちは反 省とともに移りゆく社 会情勢に対 処し て衣生活

運営の能力を養 成できる被服指導を心ざす上に今 後の指

針を得たいと思い，全国短大の諸先生に調査表による御

指導を願ったものである。

2･　調査方法　対象は 全 国 短大200 校， 淑短家政学

科 生500  名， 調査期間は昭和45 年６月， 内容別紙３種

類。

3.　解答を得た要項の一部を抜書する。1)調査表にお

ける教材配当は従来と大差なく考察 された。2)既製被服

の発達に より学生の意欲が欠けてきたのではないか。そ

の対策 と意見。3)低下しつつある基礎技術の習熟は縫製

技術の練磨とともに既製服の上手な利用法，リフォ ーム

等 の面 にも大切な部門であ るとし た意見。4)被服構成部

門 と関連 の深い教科目 との緊密 な関連が大切な問題では

ない か。これについ ての対策 と意見。5)文化 の発 達は人

間性不在 の傾向あ り，創意工夫 と着 る喜び，着 せる喜び

等精神的 なも のを失い たくない とい う意見。そ の他多 く

の御指導 をいた だき今 後の指針 とし て考 察を重 ねたい と

考える。


